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　在日外国人等の高齢者および障がいの
ある方で、現在、年金制度上いずれの公
的年金も受給できない方を対象に、在日
外国人等高齢者・障害者福祉給付金を申
請月から支給します。
　該当する方は、申請をしてください。
対　象　次のすべての条件に該当する方
渇　昭和６１年３月３１日以前から日本に居
住している在日外国人等で、かつ、特
別永住者その他これに準ずると市長が
認めた方
渇　住民登録により、小金井市に住所を
定めた日から１年を経過している方
渇　公的年金の受給要件を年金制度上満
たすことができない方、または公的年
金額が月額１万円未満の方
渇　次の①〜③のいずれかに該当する方
①　大正１５年４月１日以前に生まれた
方
②　昭和３７年１月１日以前に生まれた
方のうち、昭和５７年１月１日以前に
中度以上の障がい者となった方また
は同日以降に中度以上の障がい者と

なったが、その初診日が同日前にあ
る方

③　昭和２２年１月１日以前に生まれた
方のうち、昭和５７年１月１日〜６１年
３月３１日に中度以上の障がい者とな
った方または昭和６１年４月１日以降
に中度以上の障がい者となったが、
その初診日が同日前にある方

渇　次の①・②のいずれにも該当しない
方
①　小金井市以外の地方公共団体また
は国から、同様の趣旨の手当等を受
けている方（給付金等の額が１万円
未満の方を除く）

②　生活保護法による生活扶助を受け
ている方

給付金額　１万円（月額）
※　ほかの手当等を受けている方は、そ
の差額を支給します。

申請方法　申請書（地域福祉課で配布）に
必要書類を添付し、申請してください。
問合先　地域福祉課地域福祉係（市役所
第二庁舎２階☎０４２−３８７−９９１５）

シルバー
人材センター

会員を募集中

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
就
業
を
希
望
す
る
原
則　
６０

歳
以
上
の
方
に
、
臨
時
的
・
短

期
的
な
就
業
の
機
会
を
提
供

し
、
高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い

や
生
活
の
充
実
を
図
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
担
う

た
め
に
設
置
さ
れ
た
公
益
法
人

で
、
法
律
に
基
づ
き
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
の
約
８
割
を
超
え
る
地

域
で
、
約　

万
人
の
多
く
の
高

８０

齢
者
の
方
が
、
こ
の
事
業
に
参

加
し
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

地
域
社
会
で
生
き
生
き
と
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
会
員
数
は
、
千

　

人
（
平
成　

年
４
月
１
日
現

１６２

２７

在
）
で
、
市
の　

歳
以
上
人
口

６０

に
占
め
る
会
員
の
割
合
は
３
・

８
％
で
す
。
都
平
均
の
２
・
３

％
を
大
き
く
上
回
り
、
人
口　
１０

万
人
以
上
の
都
市
で
は
、
東
京

都
で
上
位
の
入
会
率
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
の
受

託
事
業
収
入
は
４
億
９
千　

万
１００

円
に
達
し
ま
し
た
。

　

働
く
こ
と
が
適
度
な
運
動
と

な
り
、
健
康
の
維
持
や
介
護
予

防
の
効
果
も
高
め
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
地
域
の
た
め
に

生
き
生
き
と
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
会
員
の
就
業
に
よ
る
収
入
状

況
】

　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た
場
合

は
、
就
業
規
約
に
基
づ
い
て
配

分
金
（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
就
業
は
、
毎
月

一
定
の
額
を
保
証
す
る
（
雇
用

に
よ
る
給
料
）
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
配
分
金

の
収
入
に
よ
っ
て
年
金
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

セ
ン
タ
ー
で
就
業
し
た
会
員

の
年
間
平
均
配
分
金
は
お
お
よ

そ　

万
円
で
し
た
。

３５
【
対　

象
】

　

市
内
在
住
で
原
則　

歳
以
上

６０

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

【
入
会
方
法
】

　

毎
月
第
１
・
２
木
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
に
開
催
す
る
入
会

説
明
会
に
参
加
し
、
第
３
木
曜

日
の
入
会
手
続
説
明
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
午

前　

時
ま
で
に
ご
来
所
く
だ
さ

１０
い
。

【
主
な
仕
事
例
】

 
問
合
先　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
貫
井
北
町
１
儿
８
儿　
２１

☎　

儿　

儿
６
１
４
１
）

０４２

３８３

駐輪場、集会施設、運動施設管理分野
広報配布、家事援助、子育て支援サービス分野
植木手入、ふすま・障子張替、出張ヘアカット、リビングサ
ポート（家庭内簡易修理、家具転倒防止金具取付、住宅用火
災警報器取付）

技能分野

除草、屋内・外清掃、植木の水やり一般作業分野
毛筆筆耕、事務補助事務分野
学習教室教師、各種講座講師、経理事務、パソコン指導、和
服・洋服リフォーム、着物着付、手工芸品作製技術分野

　

市
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
が
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
」
を
受
審
し
た
場
合
に
、

そ
の
受
審
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と

は
、
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価

推
進
機
構
が
認
証
し
た
評
価
機
関

が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る

も
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
、
（
公
財
）
東
京

都
福
祉
保
健
財
団
が
運
営
す
る

「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
（h

ttp
://w
w
w
.fu
ku
n
avi

.o
r.jp
/fu
ku
n
a
vi/

）
」
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
、
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る
際
の
情
報
と
し

て
、
ま
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
事
業
改
善
の
た
め
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
所
が
あ
り
、
第

三
者
評
価
の
結
果
の
公
表
に
同
意

で
き
る
事
業
者

補
助
内
容　

左
表
の
と
お
り

申
請
方
法　

６
月　

日
ま
で
に
、

１７

所
定
の
申
請
書
（
地
域
福
祉
課
で

配
布
）
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
９
１
５
）

３８７

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
受
審
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

補助の対象となる福祉サービスの種類および補助金額
補助金額福祉サービスの種類区分

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額の３分の
２（上限３０万円）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、特定施設入居者生活
介護（有料老人ホーム・ケアハウス）、居宅介護支援、通
所介護（デイサービス）、短期入所生活介護（ショートス
テイ）、指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム、経
営支援事業対象外のみ）、介護老人保健施設

高
齢
系

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額（上限６０
万円）

小規模多機能型居宅介護（介護予防含む）、認知症対応型
共同生活介護（認知症高齢者グループホーム）（※）、定
期巡回・随時対応型訪問介護、複合型サービス

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額の３分の
２（上限３０万円）

居宅介護、短期入所、障害児通所支援
障
害
系

認可保育所
子
ど
も

家
庭
系

１事業所につき、福祉サービス第
三者評価の受審費用総額（上限６０
万円）

認証保育所Ａ型・Ｂ型

※　東京都が定める自己評価および外部評価の実施方針により、原則毎年受審すべきとされていたもの
が、２年に１回とすることができるケースがあります。

　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
方
に

寄
り
添
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。
介
護
者
の
孤
立
問

題
や
傾
聴
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月
４
日
～　

日
の
毎

２５

週
木
曜
日
午
前　

時　

分
～
午
後

１０

３０

３
時
（
６
月
４
日
は
午
前　

時
～

１０

正
午
。
全
４
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

講　

師　

島
村
八
重
子
さ
ん
（
全

国
マ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
）
、
小
谷
津
光
子
さ
ん

（
臨
床
心
理
士
）
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参
加
費　

２
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
茶
菓
代
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電

１８

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
公

民
館
貫
井
北
分
館
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８５

３
４
０
１
死k0

2
0
4
1
5
@
b
z0
4

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 

.   

p
lala.o

r.jp

 
      
    

）
へ
。

  　

認
知
症
の
方
の
食
事
や
お
ふ
ろ

な
ど
の
介
護
で
拒
否
さ
れ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
の
声
か
け

方
法
な
ど
、
認
知
症
を
基
礎
知
識

認
知
症
の
方
へ
の

介
護
の
方
法
に
つ
い
て

考
え
る
集
い

か
ら
学
び
ま
す
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８８

０
１
１
）
へ
。

 　

認
知
症
の
方
へ
の
関
わ
り
方
の

ヒ
ン
ト
を
、
施
設
で
の
介
護
実
践

を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
が
必
要
な
方
が
い

て
、
参
加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　
　

人
（
申
込
順
。
介
護

１５

者
を
優
先
）

申　

込　

５
月　

日
か
ら
、
同
セ

１５

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
６
５
１
４
）

０４２

３８６

へ
。

  　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
市
内
に
避
難
し

東
日
本
大
震
災
被
災
児
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

て
い
る
中
学
生
以
下
の
児
童
に
対

し
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

要
件
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
５
）

０４２

３８６

 
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
３
月
分　
　
　
　

【
一
般
寄
附
】

▽
３
万
円
＝
小
金
井
市
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
連
盟　

▽
２
万
５
千
円
＝

翁
味
会　

▽
５
千
円
＝
多
摩
友
の

会　

▽
５
千
円
＝
匿
名

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
災
害
等
遺
児
の
た
め
に

▽　

円
＝
美
容
健
康
婦
人
の
会

６６９
◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
８
千　

円
＝
小
金
井
三
宅
島
友

１９２

好
協
会　

▽
４
千　

円
＝
小
金
井

２５４

史
談
会 善善

意意
のの

輪輪

市
民
講
座

介
護
者
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

在日外国人等高齢者・障害者福在日外国人等高齢者・障害者福祉祉
給付金を支給しま給付金を支給しますす


